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花崗岩体中には普遍的に割れ目が生じてお

り，その割れ目を通路として岩体内の物質移

動が生じる。このため，岩体内の割れ目分布

の評価は物質移動特性の解明へと繋がる。物

質移動特性の解明は，高レベル放射性廃棄物

の地層処分や石油などの地下貯蔵の安全性評

価において重要な課題である。本研究では，

物質移動への寄与が大きく，肉眼で観察可能

な割れ目であるラージスケール割れ目と鉱物

の熱水変質（黒雲母の緑泥石化・斜長石の変

質）の程度，そして鉱物中の微小空隙の 3 者

の関係について解明した。 

岩石試料は土岐花崗岩体のボーリング孔で

ある 06MI03 号孔（瑞浪超深地層研究所）から

採取した。06MI03 号孔では，ラージスケール

割れ目の情報が収集されており，割れ目頻度

の異なる 24 試料を研究対象とした。これらの

試料には黒雲母の緑泥石化と斜長石の変質が

普遍的に観察される。 

変質の程度を試料間で比較するためには変

質の程度を定量的に表す基準が必要となる。

今日まで花崗岩の変質の強弱は，変質鉱物の

出現や量比(ポイントカウンティングによる

薄片のモード)の記載によってその程度が表

される。しかし，ポイントカウンティングに

よるモードは変質鉱物以外の鉱物データも含

むため，それだけで変質の程度を十分に評価

できているとは言えない。そこで変質の程度

の評価のために，対象とする鉱物の BSE 像の

画像解析により鉱物中の変質領域と鉱物面積

を取得し，その比を変質インディケータとし

て定義した。鉱物中の微小空隙面積もまた

BSE 像の画像解析によって導出した。 

3 者の関係は 2 つの傾向を示す：①変質イン

ディケータと微小空隙が正の相関を有する傾

向，そして②ラージスケール割れ目の発達す

る岩石領域では変質インディケータと微小空

隙がともに大きくなる傾向を見出した。①の

傾向は，鉱物の変質の発達が，鉱物中の微小

空隙の量に支配されているということ，②の

傾向は，変質インディケータが割れ目分布の

評価に有効な指標となることを示す。 
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